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I

ジ ャイナ教の伝統的認識論 によると, 正 しい認識 手段 をpratyaksa(直 接 智, 現

量)とparoksa(聞 接 智)に 分 ける。pratyaksaは, す べ ての障擬(avarapa)が 滅

す るところに現 われる解脱者 の直 接i智 で あ り, kevala(完 全智), manabparyaya

(他心智), avadhi(直 観智)か らな る。paroksa(間 接智)はmati(感 官智)とsruta

(聖典智)に 分 かれる。

ところが後期 のジャイナ論理学, た とえばPramapamimamsa, で 用 い られ る

体系 では, か な りそれ と異 なつている。pratyaksaとparoksaと に分 けるのは同

じで あ る が, pratyak輿(直 接智)をmukhya(最 勝智)とsarpvyavaharika(世 間

的直接智)と に分 け, 前 者 はkevala(完 全智), mana加aryaya(他 心智), avadhi

(直観智)で ある。

ジャイナ教の伝統 的認識論 においては, 解 脱者 の直 接 知 覚 をpratyaksaと 呼

び, 後 期 の ジャイナ論理学 では解脱者の直接智(す なわち最勝智)と 世間的直接智

とをpratyaksaと 名 づけ るよ うになつた。 ここにpratyaksaの 用 法 にお い て伝

統 的体系 と論理学体 系 との間 に相違が見出 され る。 この ことについては, す でに

発表 した ことが あるが1), そ れ を略記 すれば次のよ うになる。

Pramapamimamsa2)(以 下Pm.)1. 1. 31に お いて次 の よ うにpratyaksaの

語 源解釈 を行なつ てい る。

pratyaksaのpratiと は 「依存す る」 とい う意味 であ る。aksaを 解 釈 し, 〔1〕

aksa=jiva(命), 〔II〕aksa=indriya(感 官)と の 二種 とす る。 〔1〕の解 釈 は, 

aksaの 語 源 をasあ るいはaksに 求 め, い ず れ も 「充満す る」 とか 「行 きわ

たる」 の意味 を もつ。 したがつて, す べての実体, 範 囲, 時, 状 態 に行 きわた る

か ら, aksaはjivaで あ り, atmanで あ る。 そ こでpratyaksaと はrjlvaに 依

1)「 ジャイナ論理学におけるkevala」 大谷大学研究年報第26集。

2) Pramana-mimamsa of Kalikala Sarvajna Sri Hemacandracarya, edited by Pandit 

 Sukhlalji Sanghavi, Sirnghi Jaina Granthamala, 1939. 
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存 す る知覚」 である。 〔II〕の解釈(aksa=indriya)は, 対 象 に到 達 す るか ら, 

aksaはindriyaで あ る。 したがつてpratyaksaと は 「感官 に依存 して生ずる知

覚」 である。

aksa=indriyaな る解釈 は, イ ン ド哲学諸 学派 で一 般的に行なわれてい る3)。 そ

れに対 しaksa=jivaな る解釈 は, ジ ャィナ教独 自の ものであ り, 古 くか ら行 な

われた ことが伝 え られ ている4)。kevala, manahparyaya, avadhiは 出世聞 的 な最

勝智で あ り, jivaす な わちアー トマ ンに依存す る解脱者の知覚 である。 ところが

論理学 の普及 とと もに, 他 の学派ではpratyaksaと は 感官を通 して行 な う直観で

あ るとい う意味 で一般 に用い られ るよ うにな り, ジ ャイナ教 で も他学派 との対論

交流 を もつために, 六 世紀 ごろよ りジ ャィナ教独 自のpratyaksaの 意 味のみを保

つ ことができな くなつた。 そ こで伝統的 な意、味 に, 他 学派 で用い るaksa=indri-

yaの 解 釈を加 えることによつて, 認 識論体 系 の 再 組 織 を試 み た。 す なわ ち, 

pratyaksaに は, 出世 間的直接智 に加 え, 世 間的直 接 智 を採 用 し, 前 者 をmu-

khya, 後 者 をsarpvyavaharikaと 呼 ぶ にいたつた。

II

と ころで, mukhya(最 勝智)と は, jivaす な わちatmanに 依 存す る知覚 であ

る。Pm. 1. 1. 48に よれば,「 長 い聞 中断す ることな く, 慎 重 に繰返 され て, 三

宝(ratna-traya)の 卓 越 の極点 におい て, 単 一尋求無伺 なる禅定 の 力 に よつ て, 

残 りな く知の障擬(jnanavarapa)な どの, 阻 害 す る業(ghati. karma)が 滅 した と

き」純粋 なatmanの 本 性が あらわれ る。 このよ うなカルマの束 縛 を離 れ たat-

manす なわ ちjivaは, 感 官 の助 けによることな く, す べての対象に関係す る こ

とができる。 したがつて, これは出世間的 な解脱者の知 覚である。 それ に対 し, 

aksa=indriyaと 解釈 す る, 感 官(indriya)等 に よるpratyaksaはsalpvyavaha-

rika(世 間的直接智)で ある。 カルマに よつてアー トマ ンの本 性が束縛 され てい る

3) indriya-artha-sannikarsa-utpannam jnanam-avyapadesyam-avyabhicari vyavasa-

 yatmakam pratyaksam. (Nyaya-sutra 1. 1. 4) 
 aksasyaksasya prativisayam vrittih pratyaksam. (Nyaya-bhasya, Chowkhamba 
 Sanskrit Series p. 14) 

 tatraksam aksam pratityotpadyate iti pratyaksam aksanindriyani......(Prasasta-

 pada-bhasya, Vizianagram Sanskrit Series, vol. V. Benares 1895)
4)Bhadrabahuが この解 釈 を行 な つ て い る こ と をNyayavatarasiddharsitika(P. 15)

に引 用 され てい る。
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場 合, ア ー トマ ンは自 ら対象 を知覚す ることができない。 その場合, 感 官が媒介

となつ て対象を知覚す る ことになるが, カルマによつて汚れた アー トマ ンが, ど

の よ うに して対象 を知覚す ることができよ うか。 この点をPm. を 中 心に して検

討 してみたい。

まずPm. ス ー トラ20に よれ ば, 

「世 間的直接智(sarpvyavaharika)は, 感官(indriya)と 意(manas, 非根anindriya)

とに よつて生じ, avagraha(漢 然 とした直観の直後にあらわれる知覚), iha(認 識 の意

欲), apaya(判 断), dharapa(保 持)を 本質とする知覚である。」

と説 かれてい る。 ここでavagraha, iha, apaya, dharapaと は知覚の過程 である。

まずavagrahaと は, 例 え ば音 を聞 く場合, 音 が耳 に入つ て最初ぼんや りと知覚

され るが, そ の直後 にあ らわれ る知覚 がavagrahaで あ る。 つま り, 感 官 と対 象

との接触におけ るぼんや りと した直観 の直後にあ らわれる対象 の知覚 であ る。次

にihaと は, 「そ の音 は何 の音 であるか。 ほ ら貝 の音で あるか, 角 の音 であるか」

と知 ろ うとす る意欲 である。 つ ま り, avagrahaに よつて知覚 された もの の こ ま

かな点を知 ろ うと追求す る意欲がihaで あ る。apayaと は, 「これはほ ら貝の音

で ある」 と判断 する知覚 である。 す なわ ち, こ まかな点 を判断, 決 定す る知覚 で

ある。 そ して, それ を保持 し, 記 憶の条件, 潜 在す る知 識 とな る の がdharapa

で あ る。 この知覚過程 は, 非 常 に短かい時間に行 なわれ る知覚 の過程であ ること

をPm. 1. 1. 103に おいて明 らかに している。

と こ ろでTattvarthadhigamasutra5)(以 下TAAS)1. 15に お い て は, mati

(感官智)はavagraha, iha, apaya, dharapaの 認 識過程を経 て行 なわれ る知覚 で

あるとされてい る。 その うち最初 のavagrahaは,「 漠 然 と対象 を知覚す ること」

す なわ ち, 分 別を加 えない以前 の漠然 とした知覚で あるとウマース ヴァーティが

解釈 してい る。 それに対 しPm. にお いては,「 漠然 とした直観 の直後 にあ らわれ

る対象 の知覚」で あると定義 している。 ジャィナ論理学では無分別 の直観 を認め

ない立場 か ら, ヘ ーマチ ャン ドラは ウマースヴァーティの解釈 に見 られ る曖昧な

点 を正 した もの と思 われ る。 さ らに第 四のdhara項 に つ い て, ウ マースヴァー

ティは, 記 憶智 とい う解釈 の外 に,「 昨 日見 た ものと同一で ある」 とい う再 認 で

もあると述べてい る。 さ らにTAAS1. 16で は 「多数, 多 種類, 迅速, 不 顕 現, 

5) Tattvarthadhigama by Umasvati being in the original Sanskrit with the Bha-

ya by the author himself, ed, by M. K. Premchand, Calcutta, 1904. 金 倉 円 照 著

「印 度 精 神 文 化 の 研 究 」(培 風 館, 昭 和19年)p. 98-207. 
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非 言 詮・恒常・並にそれぞれ の反対 を 〔感官智 は知覚す る〕」 と語 られ て い る。

それ らの対象 の うち 「不顕現(anihsrta)」 な る ものの知覚 とは, 「水平線上 に煙突

だけを見 て汽船 を知覚す る」 と注釈 されているか ら, 言 うまで もな く推理論証 に

よる認識 を指す。 したがつて この認識過程 は, 単 に直観の認識過程 であるばか り

ではな く, 判 断, 推 理 な どを も含 めた認識過 程である。 それ に対 してPm. に お

けるsarpvyavaharikaは, 直 接 智す なわ ちpratyaksaで あ り, 推 理等 はparok胆

(間接智)の 中に含 まれる。mati(感 官智)の うち, 直 観 の部分を とり出 してsarp-

vyavaharikaと し, そ の 中の間接的な知覚 を論理学で はparoksaの 中 に含 めるに

いたつた。

III

ヘ ーマチ ャン ドラは感官 を次の よ うに定義す る。

「触(sparsa), 味(rasa), 嗅(gandha), 色(ropa), 声(sabda)を 知覚する性質をもつ

た触覚(sparsana, 身), 味覚(rasana, 舌), 嗅覚(ghrapa, 鼻), 視 覚(caksus, 眼), 

聴覚(srotra, 耳)の 感官は, 実体 〔感官〕(dravya)と 作 用 〔感官〕(bhava)と の 区. 

別がある。」〔Pm. ス ー トラ21〕

す なわち, 触 覚(身), 味 覚(舌), 嗅 覚(鼻), 視 覚(眼), 聴 覚(耳)の 感 官 は

dravya-indriya(実 体感官)とbhava-indriya(作 用感官)と に 分 か れ る。 さ らに

bhava-indriyaはlabdhi(獲 得)とupayoga(意 識 のはたらき)に 分 け られ る。ma-

nasも 同 じよ うに分類 され る6)。 この よ うな分類 は, 一 般 にジャイ ナ教 の 認識 論

において も行 なわれ るところの ものであ る7)。

Pm. 1. 1. 75に よれば, indriya(感 官)と は, カ ルマ(業)に よつ て汚 れ, 自

ら対象を知覚す る ことのできないjivaす なわ ちatmanに とつて, 対 象 を知覚 す

る手段 であると言われ る。 そ こでdravya-indriyaと は, (1)「 形 を もつ た 感 官」

である。 たとえば視覚の場合 では眼球 であ り, 聴 覚の場合 は聴道, 耳 で ある。 も

う一 つの解釈 は, (2)「 劣 つた感官」で ある。 これがはた らきを もつ て い て も, 

bhava-indriyaが な けれ ば知覚す ることができない か らであ る。

次にbhava-indriya(作 用感官)で あるが, 視 覚の場合眼球が実体感 官(dravya-

indriya)で あ るな らば, 見 るはた らきが作用感官(bhava-indriya)で あ る。bhava

とは 「真 の状態, 真 実, 精 神 」を意味す るか ら, dravya-indriyaに 対 して内的 な

6) Pm. 1. 1. 90. 

7) TAAS II. 15-21. 
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作 用を もつた精神的感官で あ る。Pm. 1. 1. 77で は, 障 擬(avarapa)の カ ル マ

と, 力(Virya)に 関 す る妨害 のカルマ(Viryantaraya)を 滅 尽 し, 静 め ることに よ

つて生ず ると言い, カルマ と結 びつ けて論 じてい ることが注 目され る。

周知の よ うに, ジ ャイナ教では, カルマ(業)はpudgala(物 質)で ある。 外界

にはカルマに なりうるプ ドガ ラが充満 していて, ジ ーヴァが身 口意 の動作(yoga)

を起 こす と, そ れに よつてジー ヴァの中にその物 質が入 りこみ, 附 着す る。 これ

を漏入(asrava)と い う。 ジャイナ教徒が カルマ と呼ぶのは, ジ ー ヴ ァに 附着 し

た物質 のことであ り, そ のた めにジーヴァの本 性が覆 われる。 この物質 としての

カルマ は, ジ ーヴァの本性 を阻害す るカルマ(ghati-karma)と 阻 害 しない カル マ

(aghati-karma)と の二つに分け られる。 前者 にはjhanavaraniya(智 の覆), darsa-

navarapiya(見 の覆), mohaniya(愚 痴), antaraya(障 碍)の 四種 を数 え, 後 者 に

はvedaniya(苦 楽の感受を起 こす もの), ayusya(寿 命 を決定するもの), nama(個 性

を作 るもの), gotra(種 族 を決定するもの)の 四種であ る。

そ こでbhava-indriyaと の関係 で説かれた障擬 のカルマ(avarapa)と はjhana-

varapiyaとdarsanavarapiyaと で ある。viryantarayaはantarayaで あ る。 そ

れ らはジー ヴァす なわ ちatmanの 本 性 を阻害す るカルマである。 した が つ て, 

そ れ らの カルマを停止 し, 静 めることによつて, ジ ー ヴァの本性が発現す る。 こ

こに注意 すべき ことは, mukhya(最 勝智)で は, す べ ての障擬(avarapa)を 滅 し

た ところに完全 に自由なジーヴァの本性 が現 われ るのに対 し, bhava-indriyaで

は, 障 擬 が停止 し, 静 まることによつて生ず る感官であ ると述 べてい る。

bhava-indriyaを さ らにlabdhiとupayogaと に分 ける。manasの 場 合 も同 じ

で ある。labdhiと は, 機能 の獲得, 能 力を具 えることで あ る。Pm. に よ れ ば, 

対 象 を知覚 す る能力 を具 える ことで ある。具体 的に言 えぱ, 対 象 を知 覚 す るat-

manの 能 力を生ず ることである。 対象 を正 し く知覚 す ること は, カ ルマ に よつ

てアー トマ ンのはた らきが阻害 され てい てはあ りえない。 そ こでjnana-avarapa

(知 の障擬)の カルマを一時的 に停止 し静め ることに よつて正 し く知 覚 す る ア ー

トマ ンの能力が生ずる。

さ らにupayoga(意 識 の活動)と は,「 意 を向けること」, あ るものを知覚す るた

め の作用活動 であ る。Pm. 1. 1. 85に よれ ば, 対 象 を知 覚す るはた らき(vyapara)

を そ の性質 とす る。 さらにそれはratmanの 特 殊 な変形(atmanah paripamavisesa

upayogab)」 と もいわれる。

知 の障擬等の阻 害するカルマが完全 に滅す るところに現 われる汚れ の ないat-
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man(jiva)は, 対 象 を直接知覚す ることが可能 である。mukhya(最 勝 智)は それ

である。 それに対 しカルマに汚 された アー トマ ンは, ど のよ うに して知覚す る こ

とが できよ うか。 そ こで, カ ルマ に束縛 されたアー トマ ンが対象を知覚 しよ うと

す るはた らきがupayogaで あ ると考 え られ る。 しか しなが ら, ア ー トマ ンの知

覚のはた らきを阻害す るjnanavarapiya, darsanavaraniyaな どのカル マ が あれ

ば, 正 しい対象 の知覚 は不可能で ある。 したがつて, それ らの カルマを停止 し, 

静 め, 対象 を知 覚す る能力を もっ ごとがlabdhiで あ る。 そ こで初 め てdravya-

indriya(実 体感官)を 通 して直接知覚 が可能 である。

す でに記 した ように, 感 官をdravya-indriyaとbhava-indriyaの 二 種 に分 か

ち, 後 者はlabdhiとupayogaと で あるとい う分類 は, 伝 統的 な ジャイナ教 の認

識論 においてすでになされ てい る。 ところがそ こでは認識主体 とカルマ との関係

づけが充分 なされていなかつた。 ジャイナ論理学 の体系が組織 されたとき, sarp-

vyavaharikaで は, カル マによつ て汚 されたatman(jiva)が 感 官 を通 し て, ど

の ように正 し く直接知覚 をなす ことがで きるか とい うことの理論 づけが必要 であ

つた。 カルマとの結びつきを明 らかにす ることに よつてそれ を解決 しようとした

といえる。
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